
第１回 地下鉄７号線中間駅まちづくり方針有識者会議  

次 第 

 

令和４年７月８日（金）１５：００   

岩槻駅東口コミュニティセンター５階 多目的ルームＣ 

 

１．あいさつ  

２．委員紹介 

３．座⾧選出 

４．議事  

（１）まちづくり方針の構成について 

（２）会議の進め方 

（３）中間駅周辺地区を取り巻く環境 

（４）「地区の将来像」と「まちづくりテーマ」の設定に向けて 

５．その他  

 



地下鉄７号線中間駅まちづくり方針有識者会議　委員名簿

●委員

氏名 所属 備考

伊藤 香織 東京理科大学　理工学部　建築学科　教授

上田 真弓 石黒技術士事務所　マーケティング・コンサルタント

大沢 昌玄 日本大学　理工学部　土木工学科　教授

久保田 尚 埼玉大学　大学院　理工学部　環境科学・社会基盤部門　教授

瀬田 史彦 東京大学　大学院　工学系研究科　都市工学専攻　准教授

飛田 満 目白大学　社会学部長　社会学部地域社会学科　教授

（委員は五十音順）

《オブザーバー》

備考

国土交通省　関東地方整備局　建政部　 都市整備課長

国土交通省　関東地方整備局　建政部　 計画管理課長

国土交通省　関東運輸局　鉄道部　計画課長

国土交通省　関東運輸局　交通政策部　交通企画課長

所属
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地下鉄 7 号線中間駅まちづくり方針有識者会議設置要綱 

 

（目的） 

第１条 地下鉄７号線（埼玉高速鉄道線）延伸事業の実施に伴い、中間駅周辺地域のまちづくりの方

針について意見を聴取するために、地下鉄 7 号線中間駅まちづくり方針有識者会議（以下「有識者

会議」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 有識者会議は、次に掲げる事項について、委員から意見を聴取するものとする。 

  地下鉄 7 号線延伸に伴う中間駅周辺地区まちづくり方針に関する事項 

  その他必要事項 

 

（委員等） 

第３条 有識者会議の委員は、まちづくり、都市計画、土地区画整理、建築、環境等に識見を有する

者のうちから、市 が委嘱する。 

２ 委員の人数は、6 人以内とする。 

３ 委員の任期は、令和５年３月３１日までとする。 

 

（座 ） 

第４条 有識者会議に座 を置き、委員の互選により定める。 

２ 座 は、会務を総理し、有識者会議を代表する。 

３ 座 に事故があるとき、 は座 が けたときは、あらかじめ座 が指名する委員がその職務を

代理する。 

 

（会議） 

第５条 有識者会議の会議は、座 が招集し、主宰する。 

２ 有識者会議は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し、出席を求めて意見若しくは説

明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

３ 会議は、原則公開とする。ただし、座 が必要と認めるときは、会議に諮って非公開とすること

ができる。 

 

（事務局） 

第６条 有識者会議の事務処理を行うために、さいたま市都市戦略本部未来都市推進部に事務局を置

く。 



 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、有識者会議の運営に関し必要な事項は、座 が会議に諮って

定める。 

 

附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、令和 4 年７月１日から施行する。 

 （失効） 

２ この要綱は、令和５年３月３１日限り、その効力を失う。 


